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移動の先にある暮らしと社会参加　
ー地域から考える、これからの移動ー

株式会社REHANOWA

河村　由実子

理学療法士は、身体機能や動作能力等へのアプローチを通して、患者さんの「移動」を支えている。しかし、
そこで獲得した移動能力の先にあるものを、私たちはどこまで見据えられているだろうか。

移動能力の獲得そのものがゴールではない。その先には、仕事や趣味、人とのつながりなど、一人ひとりが望
む暮らしがある。行きたい場所へ行き、やりたいことに参加できることは、社会とのつながりを生み、人生の選
択肢を広げていく。

筆者は 2019 年に「リハビリの輪をつなげるメディア・リハノワ」を立ち上げ、国内外でリハビリテーションに
取り組む当事者を取材してきた。そこで、自分らしい生活を送る人々に出会う一方、さまざまな理由から外出を
諦める人の存在も知った。外出には、身体機能だけでなく、移動手段や環境、情報、人的支援、そして「行って
みたい」と思えるきっかけや、安心して出かけられる見通しも関わっている。

では、視点を「個人」から「地域」へ広げるとどうだろうか。人口減少や高齢化、担い手不足などを背景に、
地域の移動を支えてきた仕組みも転換期を迎えている。移動は、高齢者の通院や買い物だけでなく、教育、仕事、
観光、防災など、地域で暮らす人々のさまざまな活動を支える基盤でもある。

2022 年からは広島県福山市・鞆の浦を拠点に、地域の移動に関わる取組を進めてきた。そこで気づいたのは、
地域にはすでに、移動の困りごとに向き合う人々と、さまざまな工夫があることだった。住民同士で送迎したり、
必要なサービスを地域へ呼び込んだりと、新たな交通手段をつくるだけではない、地域ならではの解決のかたち
がある。

こうした地域の移動をこれからも支えていくには、行政だけでなく、住民や企業など多様な人が一緒に考え、
行動していくことが必要である。現在、福山市で進める「Community Drive プロジェクト福山」では、「地域の
移動はみんなでつくる」を合言葉に、地域の移動課題を自分ごととして捉え、行動する人とアイデアを育てている。

移動を歩行能力だけで捉えるのではなく、その人が生活圏をどう移動し、その先で何をしたいのか。そして、
それを支えられる地域をどうつくるのか。本シンポジウムでは、当事者の声と地域での実践を手がかりに、暮ら
しや社会参加につながる「移動」を捉え直し、理学療法士に何ができるのかをともに考えたい。

略歴
河村由実子
株式会社REHANOWA代表取締役 / 認定理学療法士（呼吸）

2013 年に亀田総合病院に入職。2017 年より県立広島病院に勤務し、ICUをはじめとする急性期医療の現場で 8年間勤務。2019 年に「リ
ハビリの輪をつなげるメディア・リハノワ」を立ち上げ、国内外の医療・介護・福祉現場やリハビリテーションに励む人々を取材し、
記事を執筆する。2022 年より 3 年間、広島県福山市・鞆の浦を拠点に地域おこし協力隊として活動。2025 年に株式会社
REHANOWAを設立。メディア運営に加え、ユニバーサルツーリズムや地域の移動支援を通して、誰もが社会に参加し続けられる環
境づくりに取り組んでいる。
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グリーンスローモビリティを起点とした健康ま
ちづくり
―研究成果と今後の展望―

千葉大学予防医学センター　社会予防医学研究部門

小林　周平

人口減少と超高齢社会の進行に伴い、公共交通の縮小が全国各地で進んでいる。移動手段の不足は、高齢者の
買い物や通院といった日常生活に影響を及ぼすだけでなく、外出機会や社会参加の減少を通じて、要支援・要介
護リスクの増加につながることが懸念される。このような背景から、新たな移動支援のソリューションとして、
時速 20 km 未満で公道を走行する小型電動車両「グリーンスローモビリティ（以下、グリスロ）」が注目されて
いる。グリスロは既存の公共交通と連携し、ラストワンマイルを補完する地域の移動手段であると同時に、地域
コミュニティの活性化にも寄与することが期待されている。
本シンポジウムでは、グリスロによる移動支援に関するこれまでの研究成果を紹介するとともに移動支援を起

点とした健康まちづくりの可能性を展望する。
これまで 3市町 6地区で実施したグリスロ実証研究では、グリスロ利用者は非利用者と比較して、約半年後の

外出頻度や社会参加の機会、地域住民との交流、ポジティブ感情について主観的に良好な変化を認めた。また、
運行 1年後では、外出頻度や社会的サポートが高く、うつスコアが低いことが認められた。さらに、グリスロ利
用をきっかけに「日常生活における楽しみが増えた」等のポジティブ感情が増えた利用者では要支援・要介護リ
スクが低い傾向が認められた。運行 2年後では、月 1回以上のグリスロ利用者で要支援・要介護リスクが低い可
能性が認められ、未利用群との比較に基づく推計では、今後 6年間の介護給付費が 1,500 ～ 2,000 万円程度低くな
る可能性が示された。これらの研究成果は、継続的な移動支援が地域在住高齢者の外出や社会参加、介護予防に
寄与する可能性を示し、グリスロが単なる移動手段ではなく、「動く通いの場」の特徴を持つ地域資源であること
を示唆している。
一方で、実証研究終了後の継続運行が課題となっている。我々の実証研究においても、一部の地域では、グリ

スロの運行期間が停止した時期があり、運行停止 4ヶ月後には、それまで週 1回以上利用していた地域在住高齢
者で要支援・要介護リスクが高まる可能性が示された。行政からの交通事業者への委託による運営には財政面や
人的資源の制約により、持続可能性が低い。そこで、地域住民が主体となって運営するグリスロの実装が進めら
れている。このような取組は、単なる移動支援に留まらず、運営に参画する地域住民に役割や社会参加の機会を
創出し、非利用者を含めた地域全体を活性化する可能性がある。
本シンポジウムでは、我々が現在実証中の事例も含め、グリスロによる移動支援を単なる交通施策としてでは

なく、人と人、人と地域資源をつなぎ、自然に外出や交流を生み出す「健康まちづくりの起点」として捉える新
たな視点を提示する。グリスロを起点に多様な主体が協働する地域共創の仕組みを構築し、健康まちづくりのあ
り方について議論したい。

略歴
千葉大学予防医学センター社会予防医学研究部門、特任研究員、認定作業療法士。
2012 年に千葉大学医学部附属病院リハビリテーション部に入職し、2023 年より現職。社会疫学・予防医学を専門とし、「暮らしてい
るだけで自然に健康になれるまちづくり」をテーマに生鮮食料品店などの生活環境やグリーンスローモビリティによる移動支援と地
域在住高齢者の健康・ウェルビーイング・介護予防との関連を研究している。また、産学官民連携による健康まちづくりプロジェク
トを通じて研究成果の社会実装にも取り組んでいる。
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要支援・要介護者の外出をどう支えるか：生活
の方向づけと移動の試行錯誤

東京大学　大学院情報理工学系研究科

小野　敬済

「外出支援」という言葉は幅広く用いられるが、何を支援するのかによって、必要となる視点や方法は大きく異
なる。本講演では、外出支援を「習慣的外出の促進」と「地域内移動の実現」に分け、要支援・要介護高齢者を
対象とした一連の研究をもとに、地域理学療法が果たし得る役割を考察する。
習慣的外出の促進とは、外出頻度や生活空間、外出目的の多様性を高めることで、健康や生活機能、主観的幸

福感の維持・向上を目指すものである。筆者の一連の研究の結果、要支援・要介護高齢者が習慣的に外出するこ
とは、社会的交流、身体的自立、高次生活機能の維持につながることが示唆された。また、外出への指向性を持
つ者では、多様な目的地への外出が主観的幸福感の向上に寄与する可能性が示された。一方、外出への指向性を
持たない者にとって、外出の促進は必ずしも望ましい結果をもたらさず、むしろ負担となる可能性もある。だだし、
この関連性は時流やアウトカムによって異質性があることも示唆されている。要支援・要介護者の支援に際して
は、外出頻度や生活空間を一律に向上させるのではなく、本人が外出を望んでいるか、その時流において外出す
ることはどんな意味を伴っているのかを確認したうえで、どのような生活を目指していくのか、そのために外出
という行動はどう位置づけられるのかを本人と定めていく必要がある。
これに対して、地域内移動の実現とは、本人が行きたい場所へ実際に移動できるようにすることである。慢性

疾患や障害を有する高齢者へのインタビュー調査から、当事者は、動作の難しさ、心理的負担、累積する疲労、
アクシデントの可能性から、地域の中を移動する際の自身の行為を調整していることが分かった。また、当事者は、
経路や時間帯、同行者、交通手段を事前に調整する「事前操作」と、移動中に周囲の人へ援助を求めたり、その
場に応じて行動を変えたりする「テクニック」を用い、移動を実現していた。これらは、当事者が経験を通じて
獲得した、個別的かつ実践的な知識である。
とりわけ、心身機能のさらなる改善が難しい要支援・要介護者では、機能向上を地域内移動の前提とするだけ

では、地域内移動の実現に至らないことがある。理学療法士には、身体を「改善する」ことに加え、本人が移動
上の問題を発見し、試し、修正しながら、自分に合った方法を獲得していく主体的な試行錯誤を支える役割が求
められる。地域理学療法における外出支援は、外出を促すことと移動を実現することを区別したうえで、本人の
指向性と経験知を尊重し、環境調整、人的支援、情報提供を組み合わせる実践として再構成する必要がある。

略歴
2017 年に理学療法士免許を取得し、訪問看護事業所にて地域リハビリテーションに従事。2024 年、東京都立大学大学院人間健康科学
研究科博士後期課程修了、博士（理学療法学）。現在、東京大学大学院情報理工学系研究科特任研究員、日本学術振興会特別研究員
PD、東京都立大学理学療法科学域非常勤講師、大阪公立大学Well-being 共創研究センター客員研究員。主観的ウェルビーイング、
包摂的な地域社会、高齢者・障がい者の社会参加について研究している。
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